
豊かな自然環境とまちづくり
○河川改修と下水道の一体となった整備により、水害・浸水リスクが大きく低減。
○下水道区域内に令和２年開通の東海環状自動車道（山県ＩＣ）により、企業進出を後押しするとともに、
市の人口減少に歯止めが期待される。
〇河川に生息する希少動物の保護や生息できる環境の維持・回復・創出。

〇山県市は水栓バルブの発祥の地であり、企業間での新たな取引が実現し、地場産業が活性化。

岐阜県山県市

9.12災害（昭和51年9月）

一級河川鳥羽川改修状況

■雨水に関して、一級河川
　 鳥羽川改修事業により、
    被害が解消された。

■平成15年に着手し、効率的な下水道整備の推進。
■下水処理人口普及率：99％（平成30年度末）
■東海環状自動車と山県ＩＣ開通や国道256BPの整備によりあらたな企業間の取引が
    実現。また、周辺の環境が今後変化すると推測されるため、人口減少の歯止めに期
    待。
■市内の小・中学校において、河川に生息する魚類の生態系を勉強している。

公共下水道事業整備状況

BODは減少し、年々水質は良くなっている。

市内中学校学習状況効果

■高富処理区については、平
　 成29年度迄に面整備完了。
　

岐阜県山県市立高富中学校生物部により
『守れ！ふるさとのヒダサンショウウオ』
と題し日本爬虫類学会発表を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H25.12.5）

東海環状自動車道(山県IC)


